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要約 

本研究は、教育現場における生成ＡＩの効果的な活用方法を明らかにすることを目的として、京都

府総合教育センターにおける業務活用と学校への支援を通した実践研究を行った。センター所員によ

る業務での活用を起点とし、講義の文字起こしや受講報告の分析、研修資料の整理などに生成ＡＩを

活用するとともに、校内研修や研究会において授業展開や観点別評価基準作成への活用事例を提示し、

学校における校務・授業改善への活用を支援した。その結果、生成ＡＩの活用は業務効率化や研修講

義・指導助言の質的向上につながる可能性が示された。一方で、長文処理の制約や運用環境整備など

の課題も明らかとなった。 

本研究の成果は、教育現場における生成ＡＩ活用の実践的なモデルを検討する上での基礎的知見を

提供するものである。 
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１ 研究目的 

近年、生成ＡＩの技術は急速に発展しており、一般企業では業務の効率化や生産性の向上に活用さ

れている。教育分野においても、文部科学省は「初等中等教育段階における生成ＡＩの利活用に関す

るガイドライン（Ver2.0）」を公表し、授業だけでなく校務での活用方針を示している。また、リーデ

ィングＤＸスクールや生成ＡＩパイロット指定校では、生成ＡＩを活用した実践が報告されており、

校務や授業改善に資する成果も示されている。 

一方で、現場の教員からは「活用してみたいが難しそう」「具体的なイメージが湧かない」といった

声も多く、導入にあたっては不安や課題が残されている。 

こうした背景のもと、本年度、FCE社「FCEプロンプトゲートアカデミック」を活用し、FCE社と京

都府総合教育センター（以下「センター」という。）における業務改善、学校における校務・授業改善

に向けた共同研究を行う機会を得た。本研究では、センター業務における生成ＡＩの活用実践を起点
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として、その知見を学校現場の校務および授業改善への支援へと展開することを試みた。 

以上を踏まえ、本研究では教育現場における生成ＡＩの効果的な活用方法を明らかにすることを目

的とした。 

 

２ 研究の方法 

本研究では、センター業務における生成ＡＩの活用実践および学校への研修・支援の取組を通し

て、生成ＡＩの活用方法とその効果、課題について実践内容を基に整理・分析を行った。 

(1) 研究の方向性 

本研究では、生成ＡＩの活用を次の二段階に分けて取り組んだ。 

  ①センター所員が日々の業務において生成ＡＩを活用し、そのノウハウを蓄積・共有する。 

②上記①の知見を基に、学校における校務や授業への活用へと展開し、業務改善および授業改

善の支援を行う。 

また、研究の推進に当たりセンター内に生成ＡＩ研究チーム（以下「チーム」という。）を設置

し、生成ＡＩの活用方法やプロンプトの共有、実践内容の整理を行った。 

 

 (2) 使用したツール 

   本研究では、以下の生成ＡＩおよび関連ツールを活用した。 

  ア 生成ＡＩ 

   ・ChatGPT（OpenAI） 

   ・Copilot（Microsoft） 

   ・Gemini（Google） 

  イ その他ツール 

   ・Microsoft Teams（トランスクリプト機能） 

   ・NotebookLM（資料整理、要約、文字起こし等） 

   なお、学校現場での活用可能性を考慮し、有償版ではなく無償版で利用できる範囲を中心に検

討を行った。 

 

 

図１ センター業務を起点とした生成ＡＩ活用の研究構造 
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３ 結果 

(1) センター所員の活用 

ア センター所員向け研修会の実施 

  センター所員を対象とした生成ＡＩ活用研修を年２回実施した。 

  ・４月：生成ＡＩの概要と基礎演習（講師：FCE社） 

  ・10月：生成ＡＩ活用事例の紹介と演習（講師：センター所員） 

  これらの研修を通して、所員が生成ＡＩを実際に体験する機会を設けることで、生成ＡＩに関

する理解の深化と活用の普及を図った。 

 

イ 文字起こし業務への活用 

  センター講座受講者（聴覚障害）への合理的配慮として、講義内容の文字起こしを行い、テキ

ストデータを提供している。従来は音声データを再生しながら手入力で文字化していたため、多

くの時間と労力を要していた。 

  本研究では、Microsoft Teamsのトランスクリプト機能を活用して講義内容を文字化し、その

テキストデータに対して生成ＡＩを用いたクリーニング処理を行った。具体的には、「えー」「あ

のー」といった不要な発話を削除するプロンプトを用い、内容の正確性を損なわない範囲で文章

を整理した。 

  また、この知見を活用し、所内運営会議や各種会議の議事録作成にも同様の手法を試行的に導

入した。 

 

 ウ 受講報告の分析 

  センター講座の受講報告の整理において、従来の手作業によるまとめと併せて、生成ＡＩを活

用した分析を行った。具体的には、受講者が提出する報告のうち、 

  ①本講座で学んだこと 

  ②今後の教育実践に役立てたいこと 

  に記載された内容の傾向分析を行い、その結果を担当講座のまとめ資料として活用した。 

  この取組により、担当者が重視していなかった観点が成果として抽出されるなど、多角的な分

析が可能となった。 

 

エ 研修講座内容の質的向上 

  文部科学省および独立行政法人教職員支援機構（NITS）が公開している研修資料や動画、現在

行われている文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会の各種審議会（教育課程部会教育課

程企画特別部会、各教科・領域部会）の各種審議資料を基に、NotebookLMを活用して資料の整理

や要約を行った。 

  これらの整理結果をセンター講座の資料作成に活用することで、最新の教育動向を踏まえた講

義を行うことが可能となり、限られた時間の中でも充実した研究協議や演習を行うことができた。 

 

オ 指導助言資料の作成 
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  公開授業や研究授業に対する指導助言を行う際、事前に提出された学習指導案を基に授業観察

用参観シートを生成ＡＩによって作成するプロンプトを作成し、所内で共有した。 

  このプロンプトにより、以下の要素を含む授業観察用評価表を作成することが可能となった。 

  ・探究的な学習の４つの視点 

  ・３段階評価基準 

  ・観察の重点（指導助言の視点） 

  ・所見・助言欄 

 

図２ 出力する内容のフォーマット（見本） 

 

(2) 学校での校務・授業における生成ＡＩ活用の支援 

ア 出前講座（情報教育）等での講義、指導助言 

  校内研修会、京都府小・中学校教育研究会支部研修会、京都府立高等学校情報教育研究会にお

いて、生成ＡＩをテーマにした講義や講演を実施した。講義では、生成ＡＩの概要やガイドライ

ンの説明に加え、授業展開や観点別評価基準（ルーブリック）の作成などの活用事例を紹介した。 

  また、実際に生成ＡＩを操作しながら提示することで、教職員が具体的な活用場面をイメージ

できるようにし、活用に対する心理的なハードルを下げることを試みた。 

  さらに、生成ＡＩによる小学校、中学校、高等学校の各校種別の作成ツールは広く公開されて

いるが、特別支援教育と連携させたシステムはなかったため、特別支援教育の視点も盛り込んだ

システムの開発を検討した。Google AI Studioを活用し、公開されている小学校学習指導要領解
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説、特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学部・中学部）等を読み込んだ生成ＡＩシス

テムを試行的に作成した。このシステムでは、学年、教科、単元、特別支援の有無を入力するこ

とで、授業展開や観点別評価基準を生成することができる。 

 

イ 研修講座（初任者研修高等学校教科教育・情報科）での活用 

  年７回実施している初任者研修（高等学校教科教育・情報科）において、生成ＡＩの活用に関

する講義、演習、研究協議を実施した。受講者は授業や校務での活用可能性について協議し、実

際の授業実践において生成ＡＩを試行的に活用した。 

  また、その実践結果を講座ごとに共有することで、生成ＡＩの活用方法についての理解を深め

た。 

 

４ 考察 

これまでの取組に関する成果と課題を整理し、考察を行う。 

(1) 成果 

センター所員を対象とした研修や業務での活用を通して、生成ＡＩに対する理解が深まり、業

務改善への具体的な活用方法が明らかになった。特に、大量のテキストデータの整理や傾向分析

などの業務において、生成ＡＩを活用することで作業時間の削減が可能となった。 

また、生成ＡＩを用いた資料整理や要約は、研修講義の内容の充実にも寄与し、指導助言の質

的向上にもつながった。 

学校支援においては、生成ＡＩの具体的な活用事例を提示することで、教職員が活用を試みる

契機となり、府内において徐々に活用が広がりつつあることが確認された。 

 

(2) 課題 

  長時間の会議など文字数が多いデータの処理においては、一度に出力できる文字数に制限があ

るため、複数回に分けて処理する必要があるなど、運用上の課題が見られた。 

また、試行的に作成した学習指導要領を読み込んだ生成ＡＩシステムは、Google環境を前提と

しているため、セキュリティ上の理由から府内教職員に公開できない状況にある。今後は、成果

を広く共有するための運用方法について検討する必要がある。 

 

   以上のことから、生成ＡＩはセンター業務の効率化に資するとともに、その活用知見を学校へ

の支援へと展開することで、校務改善および授業改善を支えるツールとして活用できる可能性が

示された。 

 

５ おわりに 

 本研究を通して、生成ＡＩの活用そのものを目的とするのではなく、子どもたちによりよい学び

を届けることを常に意識してきた。生成ＡＩは単なる便利な道具ではなく、教職員の思考や実践を

支える「学びのパートナー」として活用できる可能性を持つ。 

 今後も、生成ＡＩと人間が協働する教育の在り方を探りながら、学校への支援とセンター業務の
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改善に向けた取組を継続していきたい。 
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